
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（財産収入、繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

目標に対
する成果
の状況

826

3,520

826 826

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　多額の寄付をしていただいた清水朝恵様の意向を尊重し、今後も運用益により図書等を購入し、障害のある子どもたちの学習環境の向
上を図りたい。

 概算事業費（B（A）+C） 3,526 3,216 3,454

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832

2,694 2,390 2,628

0 0 0 0

2,694 2,694

合計（A) 2,694 2,694 2,694 2,694

補正予算

項目
2,694

現況
（見込）

24年度 25年度 成果目標の達成状況

予
算
額

当初予算 2,694 2,694 2,694

H25
目標

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

前年度繰越

Aの
財源 2,694 2,694

Ｈ２４

目標 成果 達成状況

2,628 2,694合計 2,694

1,347　運用益で県立特別支援学校の図書を購入 1,2811,3472.図書購入 直接

（当初）

1.利子受入及び基金積立 直接
　８月と２月の年２回、基金運用益の利子を受け入れ、
基金に積み立て

1,347 1,347 1,347

　過去の配当校、図書整備率の低い学校などを勘案し、図書を購入・配付し、児童生徒の学習環境の向上を図る。

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績
H24 H25

（当初） （決算）

現状
　平成17年に基金を設立し、基金を地方債で運用し、毎年、利子の範囲内（1,347千円）で、県立特別支援学校の図書等を購入して学習
環境の整備を行っている。

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

■その他（県に寄付していただいたので）

目指す姿
　長野県に多額の寄付をしていただいた清水朝恵様の「障害のある子どもたちのために役立てて欲しい。」との意向を尊重するために設立
した「清水朝恵」特別支援学校学習環境整備基金の運用益により図書等を購入し、子どもたちの学習環境の向上を図る。

E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

実施期間 H17

＜参考＞
総合５か年
計画 　　５　すべての子どもの学びを保障する支援 ～
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部局 教育委員会事務局

課・室
事　業　名 特別支援学校学習環境整備基金事業費
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